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海峡の英知。 未来へ そして世界へ。

2022年3月1日　第96号
発行：下関市立大学入試部広報課
〒751-8510 下関市大学町2-1-1
TEL.

https://www.shimonoseki-cu.ac.jp/

083-252-0288
083-252-8099FAX.

PBL（問題解決型学習）での学びについて

（山口県立西京高等学校出身）
経済学科3年 才原　麻衣

投票率向上へ、選挙啓発サポーター

国際商学科3年 大栗　菜央
（徳島県立富岡東高等学校出身）

　今年度のPBLは、日本最大級
の輸出商談会である沖縄大交
易会で商談サポートを行うことが
課題とされました。今年度もコロ
ナ禍での活動となりましたが、
下関市の4つの食品企業に代

わり、地酒や蜂蜜、縁起焼、こんにゃく麺の商品を海外に輸出する
ためにグローロジスティクス株式会社や下関市役所の方の協力の
もと商談を行いました。事前に製造者の方へヒアリングや視察調査
を行い、深い商品理解のもとで商談資料の作成をしました。10月
には台湾と香港の2つの企業と商談を行いました。商談では伝え
たい内容をいかに簡潔にし、バイヤーの方が理解してもらえるかに
注意をして行いました。商談では海外に商品を輸出するにあたって
値段の交渉や数量の交渉など私たち学生だけでは解決できない
質問もあり、返答に困るなど商談の難しさを肌で感じました。
　今回のPBLを通して私は、海外のバイヤーの方との意思疎通の
難しさを学びました。ヒアリングの過程で製造者の方の商品に対
する熱い思いを聞いていたので、その思いを100％の熱量で伝える
ことに苦労しました。また、オンライン商談ということもあり、バイヤー
の方に製造者の方の思いがきちんと伝わるのかも心配でした。
しかし、私たちのプレゼンテーションを頷きながら聞いてくださること
や「よく伝わりました」と言っていただけたときはとてもうれしかった
です。これから社会人になると様 な々方と意思疎通をする機会が今
以上に増えます。意思疎通は話し方や態度、ジェスチャーなど様々
なことから行えることを学んだので今後に生かしていきたいです。

　昨年の8月より、低迷する若年層の投票率を向上させるため、
山口県初の試みとして「下関市選挙啓発サポーター」の活動が
始動しました。サポーターの任期は1年で、18名の市内大学生が
就任し、私は現在この活動のリーダーを務めています。
　活動を始動するにあたり、私たちは目標設定を行いました。それ
は、「下関市の20代の世代別投票率をトップに！」です。そう簡単には
成し遂げることができない目標ですが、「投票率を〇％にする！」とい
う目標に比べ、誰が見ても一目でわかる目標であることが決め手とな
りました。この目標の達成に向
け、様々な活動を行っていま
す。毎月1回の定例会や街頭
啓発活動、高校生の主権者教
育授業の補助など選挙に纏わ
る活動は多岐にわたります。
その他にも、市議会と県議会の
見学や市議会議員総務委員会委員長と副委員長との対談を行い、
議決機関を肌で感じたり、私たち市民の代表者である議員さんとの
意見交換をしたりすることで、更に知識を深めることができました。
そして、選挙や政治は身近なものだということを改めて実感しました。
　私たちが活動を行うことで、「どうせ私が投票しても…」と選挙
にいかず傍観者を貫いてしまう人が1人でも減ってくれればいいな
と思っています。投票することは、自分自身と向き合いどんな社会
で生活したいかを考える契機になります。投票は、私たちの未来を
決める大事な意思表示の場であることを留意して、今後の活動に
取り組んでいきたいです。
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■ 学生団体新役員
第18代

学友会執行部
第47代
体　育　会

第38代
文　化　会

会　長
五反田　仁枝

（国際商学科3年）
副会長
馬場　智規

（経済学科3年）

会　長
髙畠　大明

（国際商学科3年）
副会長
飯田　大地

（経済学科2年）

会　長
山中　笑里

（国際商学科2年）
副会長
西谷　莉樹

（国際商学科2年）
副会長
小川　大弥

（国際商学科2年）

■ 2021年度　秋季大会等成績
体育会
サークル名 大会等名称 個人名
準硬式野球部 第39回全日本9ブロック対抗準硬式野球大会 中国地区代表チーム選抜

女子個人の部

組演武　一般男子初・二段の部
組演武　一般男子級拳士の部

組演武　一般女子初・二段の部

単独演武　一般女子級拳士の部

山口県体育大会少林寺拳法競技

第11回少林寺拳法中四国学生冬季大会

女子個人

少林寺拳法部

男子10000m競歩
弓道部
陸上競技部

第67回中四国学生弓道選手権大会
第44回中国四国学生陸上競技選手権大会

成績所属・出場種目

ベスト8

1位
1位

出場

男子バレーボール部 山口県大学高専学生バレーボールリーグ戦秋季大会 2位
女子バレーボール部 山口県大学高専学生バレーボールリーグ戦秋季大会 3位

軟式野球部 西日本地区学生軟式野球秋季リーグ戦 2位
第37回西日本学生軟式野球選抜大会 4位

浦上祥希・伊原頼希・丹田巧将・
大野俊亮・西川竜司

男子団体の部
ソフトテニス部 秋季山口県学生ソフトテニス選手権大会

第71回中国学生ソフトテニス秋季リーグ戦大会

2位 男子団体
女子個人の部 優勝 三原心音・本藤有日子

三原心音・本藤有日子
大石尚吾・安田優平
北條琢斗・福留広大
福田夕紀子・中千夏1位
四方さやか・伊達成美2位
波多江芹奈・浅野みのり
今若愛

単独演武　一般男子有段の部 榎本拓真

3位
1位
1位

組演武　男子白緑帯の部 大石尚吾・安田優平2位
組演武　男子初段の部 北條琢斗・福留広大1位
組演武　女子初段の部 波多江芹奈・浅野みのり

辰巳七海
香川竜都

2位
決勝進出
8位

片岡佑太2位

■ 2022年度入試結果

■ 全国大会出場

2022年度入学選抜試験のうち、学校推薦型選抜・特別選抜・第3年次編入学試験、
外国人留学生選抜をそれぞれ実施しました。

経
済
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科
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28
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※学校推薦型選抜の合格者には、第2・第3志望学科合格者を含みます。

下 関 市 立 大 学 N e w s ＆ T o p i c s

文化会
アカペラサークル
A cappe*Love 第10回 A cappella Spirits 中国・四国ブロック最終予選 出場バンド：愛鈴木(えりんぎ) 出場 鈴木翔巡・城嘉浩・山下愛晶・

西山春菜

準硬式野球部　第39回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会
■ 行事記録(2021年11月～2022年2月※予定含む)

11月 9日
11日
16日
20日

23日
12月16日

16日
21日
25日
２９日

市民大学公開講座
インターンシップ報告会
第2回韓国語交流会（遠隔）
学校推薦型選抜・特別選抜・第3年次編入学試験
４大学合同企業研究ワークショップ
第1回日本文化の神髄を知ろう‼
PBL成果報告会
第1回リーダーシップトレーニング（～17日）
第3回韓国語交流会（遠隔）
冬季休業（～1月3日）
学内一斉休業（～1月3日）

2021年

1月 4日
15日
25日
27日
26日

2月2日
5日

7日
　　　
　9日
11日

25日

授業再開
大学入学共通テスト（～16日）
卒業論文提出日（～26日）
秋学期定期試験（～2月4日）
第2回日本文化の神髄を知ろう!!
第4回就職ガイダンス
特別支援教育特別専攻科入学試験
春季休業（～3月31日）
4大学合同オンライン企業研究会
第2回リーダーシップトレーニング
フグシンポジウム
就活直前講座・就活直前セミナー
市大キャリアスタディ
一般選抜（前期日程）

2022年

仕上り：A3（420×297ミリ）
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就 職 活 動 支 援就 職 活 動 支 援

2021年度内定先一覧　今年度の就職活動状況

キャリアセンター長 上野　惠美

学内合同業界研究会に参加して

（岐阜県立岐山高等学校出身）
経済学科3年 小松　拓夢

　大学で行われた合同業界研究会では、これまで参加してきた
説明会の中で最も業界や企業への理解を深めることができました。
これまではオンライン形式が大半で、受動的な理解でしたが、今回
は対面形式ということもあり、担当者の方と直接会話をすることで
主体的に理解を深めることができました。
　今回の研究会を通して、「一つの企業は一つの業界に属して 
いるわけではない」という思いを抱きました。これまでの私は企業
研究を行う際、その企業が属している業界の動向のみ注目していま
した。しかし多くの場合、ある一つの業界は単独で存在している
のではなく、他業界から外的要因を受け成り立っています。そのため
視座を高くし、様々な業界を調べ、多面的に自身が志望する業界
を観ることでより深い業界研究を行うことができると思います。また
この研究会に出席し、企業研究だけでなく、自身の就職活動に対
しての向き合い方も見直すことができました。
　今後の就職活動も今回学んだことを生かし乗り越えていきたい
と考えます。

就活直前セミナー＆市大キャリアスタディに参加して

（滋賀県立彦根東高等学校出身）
経済学科3年 古川　直樹

　2月11日に実施された就活直前セミナー＆市大キャリアスタディ
に参加しました。
　今年度もコロナ禍のため、WEBでの参加となりましたが、今まで
しっかりと練習したことがなかった面接を練習することが出来た
だけでなく、事前に提出した履歴書を深堀していただく事によって、
自己分析として自分の経験を再考するきっかけになりました。
　キャリアスタディでは、卒業生である社会人から実際の仕事
内容や採用担当者としての目線についてお話を聞くことができ
ました。また、4年生からは就職活動の体験談やオンライン面接
での工夫点、実際にどのような回答をされたかなど、就職活動生
の悩みを解消していただきました。
　まもなく解禁される就職活動の事前準備として良い機会になり
ましたので、今回のイベントで学んだことを活かして、これからの
就職活動を頑張っていきます。

4大学合同企業研究ワークショップに参加して

（徳島県立城東高等学校出身）
国際商学科3年 三木　千明

　私は、このワークショップでしか得ることのできない『2つ』の魅力
を感じました。
　一つ目は、縁の下の力持ちと呼ばれる『“BtoB企業”に対する
理解』を深めることができる点です。複数の業界の企業について
お話を伺うことができるだけでなく、企業様への質問や他大学の学生
間のグループワーク等を通じての「双方向コミュニケーション」であっ
たため、多角的な視点で理解を深めることができたと思います。
　2つ目は、『企業の方との距離の近さ』です。特にイベント終了後の
自由時間に、企業の方が直接、1時間にもわたってご対応くださった
ことが印象に残っています。その際に「働くイメージ」や「就職活動
の軸」について改めて考えることができました。
　この貴重な経験を、今後の就職活動に生かしていきたいと思い
ます。

　1月14日に文部科学省・厚生労働省が発表した22年3月の大学
卒業予定者の就職内定状況は、12月1日現在で83.0％（国公立大
学のみで86.3%）。コロナ禍だった前年同期と比べて0.8ポイント上
昇となりましたが、コロナ禍前の水準には戻っていません。本学の
内定率もコロナ禍の昨年度よりは5ポイント上昇しているものの、コ
ロナ禍前の一昨年と比較すると、5ポイント以上低い水準で推移し
ており、まだまだ就職活動状況は厳しいと言わざるを得ません。
　しかし、全員が就職活動に苦戦していたかというと、そうでは
ありません。学生生活をしっかりと充実させ、さらに、早期から自分
の将来について考えていた学生については、むしろ、チャンスの年
だったのではないでしょうか。「コロナ禍だから何もできない」では
なく、「コロナ禍だからこそ、出来ることは何か」と発想を変えて、

今できることに最大限努力し、挑戦
する。これができる学生とできない
学生では、大きく結果が異なります。
　まだまだコロナ禍から抜け出せ
そうにありませんが、この経験を
あえて前向きに捉えて進んでいき
ましょう!

仕上り：A3（420×297ミリ）

2021/12/31現在

生活協同組合コープみえ
生活協同組合コープやまぐち
㈱コスモス薬品
㈱ザグザグ
㈱サンリブ
㈱ジャパネットホールディングス
㈱ジンズ
スーパーサンシ㈱
㈱スタートーク
㈱セブン-イレブン・ジャパン
大黒天物産㈱
㈱大信薬局
ダイレックス㈱
㈱タクシンスポーツ
㈱TASAKI
ダンロップタイヤ九州㈱
㈱デコ
㈱天満屋
㈱トキハインダストリー
㈱ニトリ
㈱ネクステージ
ネッツトヨタ中国㈱
ネッツトヨタ山口㈱
パティスリーグランシャリオ
アイ・ティー・エックス㈱
㈱パル
はるやま商事㈱
㈱ハローデイ
㈱ビッグモーター
㈱フードウェイ
福岡トヨタ自動車販売㈱
富士商㈱
㈱ププレひまわり
マックスバリュ西日本㈱
㈱マルイチ
㈱丸久
㈱マルミヤストア
㈱ミッドフォー
㈱ものばんく
山口ダイハツ販売㈱
山口トヨペット㈱
山口日産自動車㈱
㈱ユニマットライフ
㈱ゆめマート北九州
㈱ヨドバシカメラ
㈱world of star
サービス

日本年金機構
山口県商工会連合会
(一社)岡山県農業会議
㈱アウトソーシングテクノロジー
㈱アサヒセキュリティ
㈱アルプスビジネスサービス
㈱イズミテクノ
㈱エイジェック
エイジス九州㈱
ジー・エー・コンサルタンツ㈱
㈱じょぶれい

金融・保険
㈱日本政策金融公庫
㈱商工組合中央金庫
(独)福祉医療機構
楽天銀行㈱
㈱中国銀行
㈱山口フィナンシャルグループ
㈱阿波銀行
㈱百十四銀行
㈱伊予銀行
㈱西日本シティ銀行
㈱十八親和銀行
㈱宮崎銀行
㈱鹿児島銀行
㈱北洋銀行
㈱愛知銀行
㈱島根銀行
㈱トマト銀行
㈱西京銀行
㈱徳島大正銀行
㈱香川銀行
㈱愛媛銀行
㈱長崎銀行
㈱豊和銀行
ろうきん中央機関グループ
北海道労働金庫
近畿労働金庫
中国労働金庫
四国労働金庫
九州労働金庫
東春信用金庫
豊川信用金庫
但陽信用金庫
尼崎信用金庫
日新信用金庫
姫路信用金庫
米子信用金庫
吉備信用金庫
津山信用金庫
岡山信用金庫
しまなみ信用金庫
広島信用金庫
西中国信用金庫
愛媛信用金庫
福岡ひびき信用金庫
高鍋信用金庫
全国信用協同組合連合会
笠岡信用組合
広島県信用組合
両備信用組合
大分県信用組合
山口県信用農業協同組合連合会
東京短資㈱
日本マスタートラスト信託銀行㈱
(一社)しんきん保証基金
西日本建設業保証㈱
福岡県信用保証協会
大分県信用保証協会

フォーシーズ㈱
丸三証券㈱
岩井コスモ証券㈱
香川証券㈱
三菱電機クレジット㈱
㈱日専連ベネフル
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
㈱東京海上日動パートナーズ中国四国
㈱かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
日本生命保険相互会社
明治安田生命保険相互会社
メットライフ生命保険㈱
全国共済水産業協同組合連合会
全国労働者共済生活協同組合連合会
広島県中小企業共済協同組合
アームコンサルティング㈱
トップ保険サービス㈱
㈱ネクト
㈲ビッグ・ワン
㈱アクティオ
カクイックス㈱
㈱九州建産
光東㈱
㈱サニクリーン九州
㈱トーカイ
トヨタモビリティサービス㈱
㈱ナガワ
㈱パシフィックネット
㈱ユニバーサル園芸社
㈱レンタルのニッケン
㈱ワキタ
ホクレン農業協同組合連合会
全国大学生活協同組合連合会
深川養鶏農業協同組合
山口県農業協同組合
香川県農業協同組合
北九州農業協同組合
福岡嘉穂農業協同組合
福岡京築農業協同組合
福岡市農業協同組合
大分県農業協同組合中央会
全国農業協同組合連合会大分県本部
鹿児島県農業協同組合連合会
卸・小売

㈱アステム
㈱アトル
㈱網中
㈱石田コーポレーション
伊藤忠ケミカルフロンティア㈱
㈱エコア
オーケー器材㈱
加藤産業㈱
㈱金辺商会
九州風雲堂販売㈱
㈱クオリィア
㈱クハラ
㈱グリムス

㈱グリムスソーラー
興陽電機㈱
㈱コニシ
㈱コパックス
㈱ジオメディ
四国ガス燃料㈱
㈱シマダオール
ジャクエツ㈱
㈱ジューテックホールディングス
西華産業㈱
㈱外林
泰盛貿易㈱
田中藍㈱
㈱玉井歯科商店
ティーエスアルフレッサ㈱
東テク㈱
トラスコ中山㈱
㈱西原商会
日産トレーディング㈱
㈱BuySell Technologies
パナソニックコンシューマーマーケティング㈱ 
日立建機日本㈱
ビッグボーン商事㈱
広島沢井薬品㈱
ふたば産業㈱
丸善薬品産業㈱
㈱ミエライス
三井食品㈱
三菱電機住環境システムズ㈱
三菱電機トレーディング㈱
森永乳業九州㈱
ヤマエ久野㈱
山口産業㈱
㈱山産
山下医科器械㈱
㈱ヤマナミ麺芸社
㈱LIXILトータル販売
リコージャパン㈱
㈱リィツメディカル
アイア㈱
㈱赤ちゃん本舗
EH㈱
㈱イズミ
㈱岩崎宏健堂
㈱岩田屋三越
㈱エス・ケイ通信
㈱エバーライフ
エバグリーン廣甚㈱
MXモバイリング㈱
大分石油㈱
㈱オカモト
岡山三菱ふそう自動車販売㈱
北九州ダイハツ販売㈱
㈱九州マツダ
㈲グッドワンサービス
㈱ゲオホールディングス
㈱高野山スズキ
生活協同組合コープえひめ

㈱総合資格
ディップ㈱
㈱テクノプロ
㈱にしけい
日研トータルソーシング㈱
日本トーター㈱
㈱ネオキャリア
㈱ビーネックステクノロジーズ
ヒューマンリソシア㈱
㈱ブリングアップ史
㈱マーキュリー
㈱ワークポート
㈱ワールドインテック
㈱ワールドコンストラクション
アパホテル㈱
㈱温故知新
㈱ゼンショーホールディングス
ハーベスト㈱
㈱はま寿司
(一財)日本モーターボート競走会
㈱アマンプロ
㈲アルス
㈱彩さ美
㈱サニックス
㈱スタジオアリス
㈱成通
ハウステンボス㈱
㈱八光殿
㈱Plan・Do・See
㈱ユーコー
税理士法人I do
㈱アドルーム
㈲あらた関門M&Aセンター
㈱インター・ビジネス・ネットワークス
㈱ウエスコ
㈱ソーダコミュニケーションズ
㈱DNPコミュニケーションデザイン
東亜非破壊検査㈱
㈱東京海上日動コミュニケーションズ
㈱東京コンサルティングファーム
ファンネルアド㈱
㈱ホープ
税理士法人ほはば
㈱牧野技術サービス
㈱溝田設計事務所
建築・不動産

三井金属エンジニアリング㈱
三菱電機ビルテクノサービス㈱
大和リース㈱
東建コーポレーション㈱
㈱鴻池組
㈱フジタ
積水ハウス㈱
セキスイハイム九州㈱
セキスイハイム中四国㈱
タマホーム㈱
㈱一条工務店
ELJソーラーコーポレーション㈱

㈱池田建設
エルクホームズ㈱
㈱オータニ
神野建設㈱
小代築炉工業㈱
㈱コプロス
㈱サクセス
㈱サン・リフォーム
㈱島津建設
JAPAN HOME WAND㈱
ジャパンマリン㈱
㈱住居時間
㈱創和技建
TAKASUGI㈱
Tamada工房㈱
㈱田村ビルズ
㈱ナサホーム
日本ライフサポート㈱
ハートフルホーム福山㈱
㈱HOUSEinnovation
㈱備広
メタウォーターテック㈱
㈱よかタウン
住商建物㈱
東急リバブル㈱
三井不動産ビルマネジメント㈱
三井不動産リアルティ九州㈱
㈱合人社計画研究所
㈱オープンハウス
㈱カチタス
㈱ハウスドゥ
穴吹興産㈱
㈱飯田産業
㈱i UNITED HOLDINGS
㈱アンサー倶楽部
㈱エストラスト
㈱エリッツホールディングス
㈱コムズコーポーション
大英産業㈱
㈱ネクサスエージェント
㈱福徳不動産
㈱不動産SHOPナカジツ
㈱ボルテックス
㈱マリモ
メーカー

フジパングループ本社㈱
山崎製パン㈱
㈱サンデリカ
㈱新進
セイカ食品㈱
石井養鶏農業協同組合
中川食品㈱
松尾製菓㈱
㈲キャピタル
エクセルパック・カバヤ㈱
アース製薬㈱
大石産業㈱
三甲㈱

㈱三和化学研究所
東ソー・シリカ㈱
中川製袋化工㈱
㈱日本アクア
㈱ノエビア
アークレイ㈱
㈱エー・アンド・デイ
SUS㈱
長府工産㈱
日新興業㈱
日本オーチス・エレベータ㈱
フクシマガリレイ㈱
三菱電機ＦＡ産業機器㈱
アオイ電子㈱
イノテック㈱
㈱キャステム
能美防災㈱
豊前東芝エレクトロニクス㈱
サンワサプライ㈱
富士電機テクニカ㈱
ユタカ電業㈱
カヤ工業㈱
麻生フオームクリート㈱
小倉セメント製品工業㈱
大光炉材㈱
㈱タカギ
タカラスタンダード㈱
東洋ヒューム管㈱
㈱ナカオ
ナガノインテリア工業㈱
日鉄高炉セメント㈱
㈱ファノス
㈱みうら
情報・通信

㈱NTTドコモ
NTT西日本ビジネスフロント㈱
㈱ドコモCS九州
㈱アドコムソフト
エスティケイテクノロジー㈱
応研㈱
㈱オーイーシー
㈱大塚商会
㈱九州地区農協オンラインセンター
㈱QuestP’age
グロースエクスパートナーズ㈱
㈱高知システムズ
㈱高知電子計算センター
㈱サイプレス・ソリューションズ
㈱シェア
㈱ＪＡ大分総合情報センター
㈱システナ
新日本コンピュータマネジメント㈱
㈱セラク
セリオ㈱
㈱セントラル情報センター
セントラルソフト㈱
㈱ソフテック
中央コンピューター㈱

TIS西日本㈱
㈱DTS
㈱デジサーチアンドアドバタイジング
西日本アークシステム㈱
日本コンピュータ・ダイナミクス㈱
日本システムウエア㈱
日本総合システム㈱
㈱NEXT INNOVATION INC
パーソルプロセス＆テクノロジー㈱
ＰＨＣメディコム㈱
㈱ビジネスアシスト
㈱ヒューマンシステム
㈱フェイスグループ
㈱フジミック新潟
扶桑電通㈱
㈱山口情報処理サービスセンター
㈱ユー・エス・イー
横河ソリューションサービス㈱
㈱読売新聞西部本社
㈲楽映舎
㈱両備システムズ
㈱Wiz
㈱ワンビシアーカイブズ

その他
北海道電力㈱
(一財)関西電気保安協会
山口合同ガス㈱
㈱ツバメガスフロンティア
東京地下鉄㈱
日本郵便㈱
日本通運㈱
日通NECロジスティクス㈱
㈱キユーソー流通システム
鴻池運輸㈱
澁澤倉庫㈱
丸全昭和運輸㈱
三井倉庫九州㈱
㈱関西丸和ロジスティクス
㈱サカイ引越センター
池田興業㈱
吉南㈱
下関海陸運送㈱
シモハナ物流㈱
トクヤマ海陸運送㈱
㈱奈雅井
日本交通㈱
㈱引越社
備後通運㈱
福岡運輸㈱
マーメイドデリバリー㈲
マツダロジスティクス㈱
山口第一㈱
㈱花の海
農事組合法人福栄組合
山口県西部森林組合
(独)国立病院機構
(独)地域医療機能推進機構
(独)労働者健康安全機構

社会保険診療報酬支払基金
愛知県保険医協会
山口県保険医協会
(公財)山口県予防保険協会
(一社)福岡県歯科医師会
(医)池友会新小文字病院
㈱学研ココファン・ナーサリー
SOMPOケア㈱
㈱チャーム・ケア・コーポレーション
㈱長谷工シニアホールディングス
㈱ベネッセスタイルケア
(福)暁会
(福)聖徳会
(福)松美会
(福)聖母の騎士会
(福)やすらぎ福祉会
㈱セービング
㈱創心會
アイオ㈱
英進館㈱
三幸グループ
㈱ナージ
(学)YIC学園
(福)中部少年学院
(大)山口大学
(大)鹿児島大学
(独)国立高等専門学校機構
(学)宇部学園(山口学芸大学)

防衛省
(海上自衛隊・航空自衛隊)

総務省
(中国総合通信局)

財務省
(東京国税局・名古屋国税
 局・大阪国税局・高松国
 税局・福岡国税局)

国土交通省
(中部運輸局・四国運輸局
 ・四国地方整備局・九州
 地方整備局)

厚生労働省
(島根労働局・山口労働
 局・福岡労働局・福岡
 検疫所)

警察
(警視庁・愛知県・和歌山県・
  兵庫県・鳥取県・島根県・
  岡山県・広島県・山口県・
  愛媛県・福岡県・長崎県・
  大分県)

県庁
(兵庫・和歌山・山口・
 徳島・愛媛・高知・
 福岡・大分）

市役所・町役場
(田辺市・出雲市・大田市・
  広島市・福山市・岩国市・
  山陽小野田市・下関市・
  長門市・萩市・中間市・
  大村市・出水市・岡垣
  町役場・みやこ町・
  吉野ヶ里町)

公　務

消防
(下関市・西条市・長崎市)
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就 職 活 動 支 援就 職 活 動 支 援

2021年度内定先一覧　今年度の就職活動状況

キャリアセンター長 上野　惠美

学内合同業界研究会に参加して

（岐阜県立岐山高等学校出身）
経済学科3年 小松　拓夢

　大学で行われた合同業界研究会では、これまで参加してきた
説明会の中で最も業界や企業への理解を深めることができました。
これまではオンライン形式が大半で、受動的な理解でしたが、今回
は対面形式ということもあり、担当者の方と直接会話をすることで
主体的に理解を深めることができました。
　今回の研究会を通して、「一つの企業は一つの業界に属して 
いるわけではない」という思いを抱きました。これまでの私は企業
研究を行う際、その企業が属している業界の動向のみ注目していま
した。しかし多くの場合、ある一つの業界は単独で存在している
のではなく、他業界から外的要因を受け成り立っています。そのため
視座を高くし、様々な業界を調べ、多面的に自身が志望する業界
を観ることでより深い業界研究を行うことができると思います。また
この研究会に出席し、企業研究だけでなく、自身の就職活動に対
しての向き合い方も見直すことができました。
　今後の就職活動も今回学んだことを生かし乗り越えていきたい
と考えます。

就活直前セミナー＆市大キャリアスタディに参加して

（滋賀県立彦根東高等学校出身）
経済学科3年 古川　直樹

　2月11日に実施された就活直前セミナー＆市大キャリアスタディ
に参加しました。
　今年度もコロナ禍のため、WEBでの参加となりましたが、今まで
しっかりと練習したことがなかった面接を練習することが出来た
だけでなく、事前に提出した履歴書を深堀していただく事によって、
自己分析として自分の経験を再考するきっかけになりました。
　キャリアスタディでは、卒業生である社会人から実際の仕事
内容や採用担当者としての目線についてお話を聞くことができ
ました。また、4年生からは就職活動の体験談やオンライン面接
での工夫点、実際にどのような回答をされたかなど、就職活動生
の悩みを解消していただきました。
　まもなく解禁される就職活動の事前準備として良い機会になり
ましたので、今回のイベントで学んだことを活かして、これからの
就職活動を頑張っていきます。

4大学合同企業研究ワークショップに参加して

（徳島県立城東高等学校出身）
国際商学科3年 三木　千明

　私は、このワークショップでしか得ることのできない『2つ』の魅力
を感じました。
　一つ目は、縁の下の力持ちと呼ばれる『“BtoB企業”に対する
理解』を深めることができる点です。複数の業界の企業について
お話を伺うことができるだけでなく、企業様への質問や他大学の学生
間のグループワーク等を通じての「双方向コミュニケーション」であっ
たため、多角的な視点で理解を深めることができたと思います。
　2つ目は、『企業の方との距離の近さ』です。特にイベント終了後の
自由時間に、企業の方が直接、1時間にもわたってご対応くださった
ことが印象に残っています。その際に「働くイメージ」や「就職活動
の軸」について改めて考えることができました。
　この貴重な経験を、今後の就職活動に生かしていきたいと思い
ます。

　1月14日に文部科学省・厚生労働省が発表した22年3月の大学
卒業予定者の就職内定状況は、12月1日現在で83.0％（国公立大
学のみで86.3%）。コロナ禍だった前年同期と比べて0.8ポイント上
昇となりましたが、コロナ禍前の水準には戻っていません。本学の
内定率もコロナ禍の昨年度よりは5ポイント上昇しているものの、コ
ロナ禍前の一昨年と比較すると、5ポイント以上低い水準で推移し
ており、まだまだ就職活動状況は厳しいと言わざるを得ません。
　しかし、全員が就職活動に苦戦していたかというと、そうでは
ありません。学生生活をしっかりと充実させ、さらに、早期から自分
の将来について考えていた学生については、むしろ、チャンスの年
だったのではないでしょうか。「コロナ禍だから何もできない」では
なく、「コロナ禍だからこそ、出来ることは何か」と発想を変えて、

今できることに最大限努力し、挑戦
する。これができる学生とできない
学生では、大きく結果が異なります。
　まだまだコロナ禍から抜け出せ
そうにありませんが、この経験を
あえて前向きに捉えて進んでいき
ましょう!

仕上り：A3（420×297ミリ）
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生活協同組合コープみえ
生活協同組合コープやまぐち
㈱コスモス薬品
㈱ザグザグ
㈱サンリブ
㈱ジャパネットホールディングス
㈱ジンズ
スーパーサンシ㈱
㈱スタートーク
㈱セブン-イレブン・ジャパン
大黒天物産㈱
㈱大信薬局
ダイレックス㈱
㈱タクシンスポーツ
㈱TASAKI
ダンロップタイヤ九州㈱
㈱デコ
㈱天満屋
㈱トキハインダストリー
㈱ニトリ
㈱ネクステージ
ネッツトヨタ中国㈱
ネッツトヨタ山口㈱
パティスリーグランシャリオ
アイ・ティー・エックス㈱
㈱パル
はるやま商事㈱
㈱ハローデイ
㈱ビッグモーター
㈱フードウェイ
福岡トヨタ自動車販売㈱
富士商㈱
㈱ププレひまわり
マックスバリュ西日本㈱
㈱マルイチ
㈱丸久
㈱マルミヤストア
㈱ミッドフォー
㈱ものばんく
山口ダイハツ販売㈱
山口トヨペット㈱
山口日産自動車㈱
㈱ユニマットライフ
㈱ゆめマート北九州
㈱ヨドバシカメラ
㈱world of star
サービス

日本年金機構
山口県商工会連合会
(一社)岡山県農業会議
㈱アウトソーシングテクノロジー
㈱アサヒセキュリティ
㈱アルプスビジネスサービス
㈱イズミテクノ
㈱エイジェック
エイジス九州㈱
ジー・エー・コンサルタンツ㈱
㈱じょぶれい

金融・保険
㈱日本政策金融公庫
㈱商工組合中央金庫
(独)福祉医療機構
楽天銀行㈱
㈱中国銀行
㈱山口フィナンシャルグループ
㈱阿波銀行
㈱百十四銀行
㈱伊予銀行
㈱西日本シティ銀行
㈱十八親和銀行
㈱宮崎銀行
㈱鹿児島銀行
㈱北洋銀行
㈱愛知銀行
㈱島根銀行
㈱トマト銀行
㈱西京銀行
㈱徳島大正銀行
㈱香川銀行
㈱愛媛銀行
㈱長崎銀行
㈱豊和銀行
ろうきん中央機関グループ
北海道労働金庫
近畿労働金庫
中国労働金庫
四国労働金庫
九州労働金庫
東春信用金庫
豊川信用金庫
但陽信用金庫
尼崎信用金庫
日新信用金庫
姫路信用金庫
米子信用金庫
吉備信用金庫
津山信用金庫
岡山信用金庫
しまなみ信用金庫
広島信用金庫
西中国信用金庫
愛媛信用金庫
福岡ひびき信用金庫
高鍋信用金庫
全国信用協同組合連合会
笠岡信用組合
広島県信用組合
両備信用組合
大分県信用組合
山口県信用農業協同組合連合会
東京短資㈱
日本マスタートラスト信託銀行㈱
(一社)しんきん保証基金
西日本建設業保証㈱
福岡県信用保証協会
大分県信用保証協会

フォーシーズ㈱
丸三証券㈱
岩井コスモ証券㈱
香川証券㈱
三菱電機クレジット㈱
㈱日専連ベネフル
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
㈱東京海上日動パートナーズ中国四国
㈱かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社
日本生命保険相互会社
明治安田生命保険相互会社
メットライフ生命保険㈱
全国共済水産業協同組合連合会
全国労働者共済生活協同組合連合会
広島県中小企業共済協同組合
アームコンサルティング㈱
トップ保険サービス㈱
㈱ネクト
㈲ビッグ・ワン
㈱アクティオ
カクイックス㈱
㈱九州建産
光東㈱
㈱サニクリーン九州
㈱トーカイ
トヨタモビリティサービス㈱
㈱ナガワ
㈱パシフィックネット
㈱ユニバーサル園芸社
㈱レンタルのニッケン
㈱ワキタ
ホクレン農業協同組合連合会
全国大学生活協同組合連合会
深川養鶏農業協同組合
山口県農業協同組合
香川県農業協同組合
北九州農業協同組合
福岡嘉穂農業協同組合
福岡京築農業協同組合
福岡市農業協同組合
大分県農業協同組合中央会
全国農業協同組合連合会大分県本部
鹿児島県農業協同組合連合会
卸・小売

㈱アステム
㈱アトル
㈱網中
㈱石田コーポレーション
伊藤忠ケミカルフロンティア㈱
㈱エコア
オーケー器材㈱
加藤産業㈱
㈱金辺商会
九州風雲堂販売㈱
㈱クオリィア
㈱クハラ
㈱グリムス

㈱グリムスソーラー
興陽電機㈱
㈱コニシ
㈱コパックス
㈱ジオメディ
四国ガス燃料㈱
㈱シマダオール
ジャクエツ㈱
㈱ジューテックホールディングス
西華産業㈱
㈱外林
泰盛貿易㈱
田中藍㈱
㈱玉井歯科商店
ティーエスアルフレッサ㈱
東テク㈱
トラスコ中山㈱
㈱西原商会
日産トレーディング㈱
㈱BuySell Technologies
パナソニックコンシューマーマーケティング㈱ 
日立建機日本㈱
ビッグボーン商事㈱
広島沢井薬品㈱
ふたば産業㈱
丸善薬品産業㈱
㈱ミエライス
三井食品㈱
三菱電機住環境システムズ㈱
三菱電機トレーディング㈱
森永乳業九州㈱
ヤマエ久野㈱
山口産業㈱
㈱山産
山下医科器械㈱
㈱ヤマナミ麺芸社
㈱LIXILトータル販売
リコージャパン㈱
㈱リィツメディカル
アイア㈱
㈱赤ちゃん本舗
EH㈱
㈱イズミ
㈱岩崎宏健堂
㈱岩田屋三越
㈱エス・ケイ通信
㈱エバーライフ
エバグリーン廣甚㈱
MXモバイリング㈱
大分石油㈱
㈱オカモト
岡山三菱ふそう自動車販売㈱
北九州ダイハツ販売㈱
㈱九州マツダ
㈲グッドワンサービス
㈱ゲオホールディングス
㈱高野山スズキ
生活協同組合コープえひめ

㈱総合資格
ディップ㈱
㈱テクノプロ
㈱にしけい
日研トータルソーシング㈱
日本トーター㈱
㈱ネオキャリア
㈱ビーネックステクノロジーズ
ヒューマンリソシア㈱
㈱ブリングアップ史
㈱マーキュリー
㈱ワークポート
㈱ワールドインテック
㈱ワールドコンストラクション
アパホテル㈱
㈱温故知新
㈱ゼンショーホールディングス
ハーベスト㈱
㈱はま寿司
(一財)日本モーターボート競走会
㈱アマンプロ
㈲アルス
㈱彩さ美
㈱サニックス
㈱スタジオアリス
㈱成通
ハウステンボス㈱
㈱八光殿
㈱Plan・Do・See
㈱ユーコー
税理士法人I do
㈱アドルーム
㈲あらた関門M&Aセンター
㈱インター・ビジネス・ネットワークス
㈱ウエスコ
㈱ソーダコミュニケーションズ
㈱DNPコミュニケーションデザイン
東亜非破壊検査㈱
㈱東京海上日動コミュニケーションズ
㈱東京コンサルティングファーム
ファンネルアド㈱
㈱ホープ
税理士法人ほはば
㈱牧野技術サービス
㈱溝田設計事務所
建築・不動産

三井金属エンジニアリング㈱
三菱電機ビルテクノサービス㈱
大和リース㈱
東建コーポレーション㈱
㈱鴻池組
㈱フジタ
積水ハウス㈱
セキスイハイム九州㈱
セキスイハイム中四国㈱
タマホーム㈱
㈱一条工務店
ELJソーラーコーポレーション㈱

㈱池田建設
エルクホームズ㈱
㈱オータニ
神野建設㈱
小代築炉工業㈱
㈱コプロス
㈱サクセス
㈱サン・リフォーム
㈱島津建設
JAPAN HOME WAND㈱
ジャパンマリン㈱
㈱住居時間
㈱創和技建
TAKASUGI㈱
Tamada工房㈱
㈱田村ビルズ
㈱ナサホーム
日本ライフサポート㈱
ハートフルホーム福山㈱
㈱HOUSEinnovation
㈱備広
メタウォーターテック㈱
㈱よかタウン
住商建物㈱
東急リバブル㈱
三井不動産ビルマネジメント㈱
三井不動産リアルティ九州㈱
㈱合人社計画研究所
㈱オープンハウス
㈱カチタス
㈱ハウスドゥ
穴吹興産㈱
㈱飯田産業
㈱i UNITED HOLDINGS
㈱アンサー倶楽部
㈱エストラスト
㈱エリッツホールディングス
㈱コムズコーポーション
大英産業㈱
㈱ネクサスエージェント
㈱福徳不動産
㈱不動産SHOPナカジツ
㈱ボルテックス
㈱マリモ
メーカー

フジパングループ本社㈱
山崎製パン㈱
㈱サンデリカ
㈱新進
セイカ食品㈱
石井養鶏農業協同組合
中川食品㈱
松尾製菓㈱
㈲キャピタル
エクセルパック・カバヤ㈱
アース製薬㈱
大石産業㈱
三甲㈱

㈱三和化学研究所
東ソー・シリカ㈱
中川製袋化工㈱
㈱日本アクア
㈱ノエビア
アークレイ㈱
㈱エー・アンド・デイ
SUS㈱
長府工産㈱
日新興業㈱
日本オーチス・エレベータ㈱
フクシマガリレイ㈱
三菱電機ＦＡ産業機器㈱
アオイ電子㈱
イノテック㈱
㈱キャステム
能美防災㈱
豊前東芝エレクトロニクス㈱
サンワサプライ㈱
富士電機テクニカ㈱
ユタカ電業㈱
カヤ工業㈱
麻生フオームクリート㈱
小倉セメント製品工業㈱
大光炉材㈱
㈱タカギ
タカラスタンダード㈱
東洋ヒューム管㈱
㈱ナカオ
ナガノインテリア工業㈱
日鉄高炉セメント㈱
㈱ファノス
㈱みうら
情報・通信

㈱NTTドコモ
NTT西日本ビジネスフロント㈱
㈱ドコモCS九州
㈱アドコムソフト
エスティケイテクノロジー㈱
応研㈱
㈱オーイーシー
㈱大塚商会
㈱九州地区農協オンラインセンター
㈱QuestP’age
グロースエクスパートナーズ㈱
㈱高知システムズ
㈱高知電子計算センター
㈱サイプレス・ソリューションズ
㈱シェア
㈱ＪＡ大分総合情報センター
㈱システナ
新日本コンピュータマネジメント㈱
㈱セラク
セリオ㈱
㈱セントラル情報センター
セントラルソフト㈱
㈱ソフテック
中央コンピューター㈱

TIS西日本㈱
㈱DTS
㈱デジサーチアンドアドバタイジング
西日本アークシステム㈱
日本コンピュータ・ダイナミクス㈱
日本システムウエア㈱
日本総合システム㈱
㈱NEXT INNOVATION INC
パーソルプロセス＆テクノロジー㈱
ＰＨＣメディコム㈱
㈱ビジネスアシスト
㈱ヒューマンシステム
㈱フェイスグループ
㈱フジミック新潟
扶桑電通㈱
㈱山口情報処理サービスセンター
㈱ユー・エス・イー
横河ソリューションサービス㈱
㈱読売新聞西部本社
㈲楽映舎
㈱両備システムズ
㈱Wiz
㈱ワンビシアーカイブズ

その他
北海道電力㈱
(一財)関西電気保安協会
山口合同ガス㈱
㈱ツバメガスフロンティア
東京地下鉄㈱
日本郵便㈱
日本通運㈱
日通NECロジスティクス㈱
㈱キユーソー流通システム
鴻池運輸㈱
澁澤倉庫㈱
丸全昭和運輸㈱
三井倉庫九州㈱
㈱関西丸和ロジスティクス
㈱サカイ引越センター
池田興業㈱
吉南㈱
下関海陸運送㈱
シモハナ物流㈱
トクヤマ海陸運送㈱
㈱奈雅井
日本交通㈱
㈱引越社
備後通運㈱
福岡運輸㈱
マーメイドデリバリー㈲
マツダロジスティクス㈱
山口第一㈱
㈱花の海
農事組合法人福栄組合
山口県西部森林組合
(独)国立病院機構
(独)地域医療機能推進機構
(独)労働者健康安全機構

社会保険診療報酬支払基金
愛知県保険医協会
山口県保険医協会
(公財)山口県予防保険協会
(一社)福岡県歯科医師会
(医)池友会新小文字病院
㈱学研ココファン・ナーサリー
SOMPOケア㈱
㈱チャーム・ケア・コーポレーション
㈱長谷工シニアホールディングス
㈱ベネッセスタイルケア
(福)暁会
(福)聖徳会
(福)松美会
(福)聖母の騎士会
(福)やすらぎ福祉会
㈱セービング
㈱創心會
アイオ㈱
英進館㈱
三幸グループ
㈱ナージ
(学)YIC学園
(福)中部少年学院
(大)山口大学
(大)鹿児島大学
(独)国立高等専門学校機構
(学)宇部学園(山口学芸大学)

防衛省
(海上自衛隊・航空自衛隊)

総務省
(中国総合通信局)

財務省
(東京国税局・名古屋国税
 局・大阪国税局・高松国
 税局・福岡国税局)

国土交通省
(中部運輸局・四国運輸局
 ・四国地方整備局・九州
 地方整備局)

厚生労働省
(島根労働局・山口労働
 局・福岡労働局・福岡
 検疫所)

警察
(警視庁・愛知県・和歌山県・
  兵庫県・鳥取県・島根県・
  岡山県・広島県・山口県・
  愛媛県・福岡県・長崎県・
  大分県)

県庁
(兵庫・和歌山・山口・
 徳島・愛媛・高知・
 福岡・大分）

市役所・町役場
(田辺市・出雲市・大田市・
  広島市・福山市・岩国市・
  山陽小野田市・下関市・
  長門市・萩市・中間市・
  大村市・出水市・岡垣
  町役場・みやこ町・
  吉野ヶ里町)

公　務

消防
(下関市・西条市・長崎市)



熊谷　萌さん

海 外 派 遣 留 学

日 本 文 化 の 神 髄 を 知 ろ う ! !

　2021年3月から東義大学校(釜山広域市)へ留学しました。高校
生の頃から韓国への長期留学が目標だったので、留学に対する
期待は大きかったです。
　留学前にTOPIK5級を取得し、前期から学科の専攻科目を
韓国人学生と一緒に受けました。最初は授業について行くのも
友達を作るのも大変でしたが、授業のグループ活動などにより、
友達も増え、授業にも慣れて、発表やテストも乗り越えることが出来
ました。後期は、日本語学科の教授のお誘いで、韓国人学生によ
る日本語ディベート大会のサポートもしました。毎日夜11時頃まで
学校に残りみんなで準備をしたことは、一生の思い出になりました。
　留学生活を通して様々な経験ができたのは、東義で出会った
人々のお陰です。たくさんの経験をし、たくさんのことを学びました。
長期留学を二つ返事で許可してくれた家族、韓国で出会った
全ての人々に感謝の気持ちでいっぱいです。

　12月21日にWSKと留学生合同のクリスマス会を開催しました。
国際協力、異文化交流を基調とした活動を日々 行っているWSK
の今後の活動に生かせる知識や関心を広げ、留学生との交流を
図ることを目的とし企画しました。
　このイベントの企画から運営はすべてWSKのメンバーが行い、
1時間半のイベント中に3つのゲームで留学生と交流しました。
　当日は参加者に協力していただきながら万全な感染症対策の
もとでイベントの運営、ゲームの進行をしました。コロナ禍で、交流
が難しかった留学生とのイベントを行うことができ、親睦を深める
ことができたと思います。対面で留学生と交流するのは、1、2年生
にとっては初めてだったので良い機会になりました。
　これからも、留学生とのイベントを考えているので、より多くの
留学生の参加をお待ちしています。

国際商学科4年 石丸　範佳
（佐賀県立致遠館高等学校出身）

経済学科4年 菅　陽輝
（愛媛県立松山商業高等学校出身）
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国 際 交 流

　木浦大学校に2021年9月から1学期間留学しました。新型コロ
ナウイルス感染症の影響で1年以上開始が延期になり、やっと
出発できた時はうれしさとコロナ禍での留学の不安が半々でした。
実際コロナの影響で大学は非対面授業が多く、現地の学生と
関わる機会が少なくとても不安でしたが、オンライン授業を一緒
に受講し、遊びに行き、友達のおかげでどんどん充実した生活
になり、感じていた不安は完全になくなりました。
　また、初めは韓国語に自信がありませんでしたが、多くの人と
話すうちに韓国語を話すことが楽しくなりました。辛いこともあり
ましたが、韓国で出会った多くの方が支えてくださったおかげで
とても充実した、多くのことを学ぶことができた留学でした。
　この留学で学んだことを糧に目標に向かって頑張ります。

木浦大学校(韓国)留学を終えて
国際商学科3年 阿部　雅美
（山口県・梅光学院高等学校出身）

東義大学校（韓国）への留学を終えて

　私が「第1回日本文化の神髄を知ろう!!」に参加したのは、
暇を持て余し、すっかりインドア派になってしまった自分を叩き
直すためでした。そのため、ネットだけでは得られない経験を
することを目標にしました。まず、福徳稲荷神社と角島では、決
して良い天候とはいえませんでしたが、五感で味わう現場の
空気が良いアクセントとなり、ネットで見たどの写真よりも素敵で
感動しました。続いて、土井ケ浜人類学ミュージアムでは、学芸員
さんの解説に加え、ネットでは検索できないニッチな疑問にも
対応していただき、とても勉強になりました。
　やはり、実際に現地の空気に触れ、直接話を伺いながら学ぶ
ことは、ネットの何倍も自分に刺激を与えてくれると感じました。
何より下関の魅力を再確認できました。今後も多くの人にこの
経験を発信していきたいです。

インドア男子、冒険にでる
国際商学科2年 梁　一桐

（中国山東省威海市出身）

　日本に来てもう3年目、ずっと着物を着たかったのですがなか
なか着る機会はありませんでした。今回「日本文化の神髄を知
ろう!!」のおかげで、すばらしい体験をさせていただき感謝して
います。
　お化粧をされる時はわくわくしていましたが、着物を着る時に
何枚ものタオルで腰を巻かれ呼吸できないほどきつかったです。
着た後は立っても座っても腰が動かなくてしんどかったです。
やはり美しさには代償があります。
　その後、私の着付け体験動画が上映される講座に参加し、着
物の種類や柄などいろいろ紹介され、着物について学びました。
　今回の活動に参加し、日本文化も日本女性の気持ちも、少し
理解できるようになりました。今回の体験は良い思い出になると
思います。機会があれば、また他の日本文化を体験したいです。

日本文化の神髄を知ろう!!の着付け体験で感じたこと

WSK×留学生クリスマス会
国際商学科2年 嶋本　絢巴
（鳥取県立倉吉東高等学校出身）

国際商学科2年 藤本　早紀
（福岡県立八幡高等学校出身）

　私は年末に下関市豊田町で行われた、地域医療・地域包括
ケアや豊田町の魅力を学ぶ「とよたび」に参加しました。この活
動に参加した理由は、過疎地の医療システムやそこで働くことに
ついて知りたいと思ったからです。
　2日間にわたるこの研修では、主に2つのことを行いました。1つ
目は、実際に豊田町の街を歩いたり地域の人と交流したりして、
その地の歴史や文化について学びました。特にこの町では人と
の繋がりが強いという印象を受けました。2つ目は、豊田中央病
院で働く方々に、医療従事者として豊田町で働くことや、過疎地
で働くことについてヒアリングをしました。そして、人 と々の関係が
近い分、患者や利用者とより密接に関わることができることが、
この地ならではの働くことの魅力だと気付きました。
　この活動を通して、過疎地で働くことに興味を持つことができ
ました。今後は、こうした地域で働くことも1つの選択肢として
就職活動を行っていきたいです。

「とよたび」に参加して

仕上り：A3（420×297ミリ）

下 関 市 立 大 学 N e w s ＆ T o p i c s

　コロナ禍でなかなか落語研究会の活動ができない中で今回
のお話をいただき、出演に至りました。演目は時期とやりやすさを
考慮して「初天神」にしました。「初天神」は正月の親子の話で
古典落語の中で私が好きな話です。
　当日は収録の関係上、準備していた話の長さを調節しないと
いけなくなったり、演目の順番が入れ替わりトップバッターになっ
たりとアクシデントもありました。
　初めて観客を入れた状態での場だったのでかなり緊張しま
したが、うまくいったのではないかと感じます。また山口大学の先輩
やプロの噺家の方々は想像以上に素晴らしくとても勉強になり
ました。
　今後も積極的にこのような活動に参加し、落語の面白さを広
めるとともに自分に磨きをかけたいと思います。

経済学科1年 髙原　康士朗
（鹿児島県立川内高等学校出身）

NHK山口落語会の出演を通して感じたこと

経済学科2年 熊谷　萌
（大分県立日田高等学校出身）

　ベトナム出身のレ チャミさん（経済学科1年）の留学生チューター
として1年間活動しました。留学生チューターになろうと思ったきっ
かけは、「異文化に触れてみたい」、「新入生のサポートができたら
いいな」という気持ちからでした。
　活動は主に、生活面の話や授業の相談などを受け、それに
対するサポートを行いました。生活面では、自国の話をすることで
共感し合ったり、違いを感じたりして、お互いにとって多くの発見を
することができました。また、勉強面ではレ チャミさんと私は同じ
学科ということもあり、私が1年生の時に学んだいろいろな学習
内容を参考にしてもらえることも多かったです。
　1年間の留学生チューターの活動は、レ チャミさんにとっても、
私にとっても、お互いを成長させることのできる場になりました。

1年間、学生チューター活動をして

レ チャミさん



熊谷　萌さん

海 外 派 遣 留 学

日 本 文 化 の 神 髄 を 知 ろ う ! !

　2021年3月から東義大学校(釜山広域市)へ留学しました。高校
生の頃から韓国への長期留学が目標だったので、留学に対する
期待は大きかったです。
　留学前にTOPIK5級を取得し、前期から学科の専攻科目を
韓国人学生と一緒に受けました。最初は授業について行くのも
友達を作るのも大変でしたが、授業のグループ活動などにより、
友達も増え、授業にも慣れて、発表やテストも乗り越えることが出来
ました。後期は、日本語学科の教授のお誘いで、韓国人学生によ
る日本語ディベート大会のサポートもしました。毎日夜11時頃まで
学校に残りみんなで準備をしたことは、一生の思い出になりました。
　留学生活を通して様々な経験ができたのは、東義で出会った
人々のお陰です。たくさんの経験をし、たくさんのことを学びました。
長期留学を二つ返事で許可してくれた家族、韓国で出会った
全ての人々に感謝の気持ちでいっぱいです。

　12月21日にWSKと留学生合同のクリスマス会を開催しました。
国際協力、異文化交流を基調とした活動を日々 行っているWSK
の今後の活動に生かせる知識や関心を広げ、留学生との交流を
図ることを目的とし企画しました。
　このイベントの企画から運営はすべてWSKのメンバーが行い、
1時間半のイベント中に3つのゲームで留学生と交流しました。
　当日は参加者に協力していただきながら万全な感染症対策の
もとでイベントの運営、ゲームの進行をしました。コロナ禍で、交流
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にとっては初めてだったので良い機会になりました。
　これからも、留学生とのイベントを考えているので、より多くの
留学生の参加をお待ちしています。

国際商学科4年 石丸　範佳
（佐賀県立致遠館高等学校出身）

経済学科4年 菅　陽輝
（愛媛県立松山商業高等学校出身）
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国 際 交 流

　木浦大学校に2021年9月から1学期間留学しました。新型コロ
ナウイルス感染症の影響で1年以上開始が延期になり、やっと
出発できた時はうれしさとコロナ禍での留学の不安が半々でした。
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思います。機会があれば、また他の日本文化を体験したいです。
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ケアや豊田町の魅力を学ぶ「とよたび」に参加しました。この活
動に参加した理由は、過疎地の医療システムやそこで働くことに
ついて知りたいと思ったからです。
　2日間にわたるこの研修では、主に2つのことを行いました。1つ
目は、実際に豊田町の街を歩いたり地域の人と交流したりして、
その地の歴史や文化について学びました。特にこの町では人と
の繋がりが強いという印象を受けました。2つ目は、豊田中央病
院で働く方々に、医療従事者として豊田町で働くことや、過疎地
で働くことについてヒアリングをしました。そして、人 と々の関係が
近い分、患者や利用者とより密接に関わることができることが、
この地ならではの働くことの魅力だと気付きました。
　この活動を通して、過疎地で働くことに興味を持つことができ
ました。今後は、こうした地域で働くことも1つの選択肢として
就職活動を行っていきたいです。
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古典落語の中で私が好きな話です。
　当日は収録の関係上、準備していた話の長さを調節しないと
いけなくなったり、演目の順番が入れ替わりトップバッターになっ
たりとアクシデントもありました。
　初めて観客を入れた状態での場だったのでかなり緊張しま
したが、うまくいったのではないかと感じます。また山口大学の先輩
やプロの噺家の方々は想像以上に素晴らしくとても勉強になり
ました。
　今後も積極的にこのような活動に参加し、落語の面白さを広
めるとともに自分に磨きをかけたいと思います。
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（鹿児島県立川内高等学校出身）

NHK山口落語会の出演を通して感じたこと

経済学科2年 熊谷　萌
（大分県立日田高等学校出身）

　ベトナム出身のレ チャミさん（経済学科1年）の留学生チューター
として1年間活動しました。留学生チューターになろうと思ったきっ
かけは、「異文化に触れてみたい」、「新入生のサポートができたら
いいな」という気持ちからでした。
　活動は主に、生活面の話や授業の相談などを受け、それに
対するサポートを行いました。生活面では、自国の話をすることで
共感し合ったり、違いを感じたりして、お互いにとって多くの発見を
することができました。また、勉強面ではレ チャミさんと私は同じ
学科ということもあり、私が1年生の時に学んだいろいろな学習
内容を参考にしてもらえることも多かったです。
　1年間の留学生チューターの活動は、レ チャミさんにとっても、
私にとっても、お互いを成長させることのできる場になりました。
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退 任 挨 拶下関市立大学N e w s＆T o p i c s 学長退任挨拶

仕上り：A3（420×297ミリ）

公共マネジメント学科3年 三輪　正太郎
（三重県立津西高等学校出身）

准教授 西戸　隆義
（金融・証券論）

教授 大内　俊二
（統計科学）

　下関市の介護デジタルハッカソンに参加させていただいたきっ
かけは、大学からのメールでした。もともと福祉問題に関心があっ
た私は、このメールを拝読したときに面白そうと思い、参加を決めま
した。
　介護デジタルハッカソンでは、5人ほどのチームで介護現場の課
題を解決できるようなソリューション案を作り出して発表、その発表
で順位がつけられます。
　このハッカソンを通して、私は、現場で働く方の声を聞くことで、こ
れまで考えたことのなかった介護の問題について深く考えること
ができました。また、チームでプロジェクトを進めることで、チームで
活動する楽しさと協力することの大切さを学ぶこともでき、貴重な
経験ができました。この貴重な経験を、今後の大学生活に生かし
ていきたいです。

介護デジタルハッカソンを通して学んだこと

　10月19日（火）、下関保健所による新型コロナウイルス感染対策
講習会を開催し、学生団体とサークルが参加しました。
　講習会では、まず、新型コロナウイルスの感染経路や特徴に
ついての解説し、有効な感染対策として正しい手洗いや手指の
消毒など、サークル活動中だけでなく普段の生活でも心掛ける
べきポイントについても紹介しました。
　各サークルは、感染対策を講じた活動計画を作成し、学内で
の小規模な活動から再開しています。まだ予断を許さない状況
になかなか全面的な再開には至りませんが、一日も早いコロナ
ウイルス感染症の収束を願っています。

サークル活動再開を目指して～感染対策講習会

学長 川波　洋一

　2016年4月に下関市立大学の学長と
して着任して以来、早や6年の月日が流
れようとしています。着任の年は、本学の
創立60周年の年に当たりました。その年
には、大学基準協会での認証評価を受
審し、対応に全力を尽くしました。その後、
学内外の諸会議、シンポジウム、イベント
等に追われ、あっという間に1期目が過ぎました。学長任期の2期目
には、第三期中期計画の実行や定款の変更のもとで、数多くの規
程改正、さまざまな組織改革、内部質保証体制の構築や産官学
連携強化、専攻科の設置、リカレント教育の拡充、大学院の改革、
さらには新学部構想の発表、等 と々改革のスピードを上げ、その
範囲も広げてまいりました。
　私が、本学に着任した時に持った印象を比喩的に表現すれ
ば、市大の窓ガラスは曇っていて先が見えず、将来がどうなるの
かわからないといった漠然とした不安感に満ちているというもので
した。高等教育を取り巻く環境がますます厳しさを増すなか、この
不安感は未だ払拭されずに残っています。ただ、一つだけ言える
ことは、市大が単科大学から、複数学部を有しそのなかにさまざま
な個性とバックグランドを持つ学生と特色ある学問領域をカバー
する教員が集い、教育研究を行い、文字通り多様性を体現する
大学へと転換していく方向に舵を切ったということです。これを実
現するのが、新学部の設置による、複数学部化であります。
　この構想の実現には多くの困難があります。すなわち、学部の
複数化を実現し、多様な教育研究を実行し、高等教育機関として
の使命を果たしていくためには、これから急峻でながい坂を上っ
ていかなければならないこともまた事実なのです。司馬遼太郎は、
代表作の一つである『坂の上の雲』において、秋山好古（陸軍軍
人）、秋山真之（海軍軍人、日本海海戦時の参謀、好古の実弟）、
正岡子規（俳人、真之の幼なじみ）の3人（いずれも愛媛県松山
市出身）の関わりと、その成長の過程をたどることによって明治と
いう若い国家日本の近代化を描こうとしました。そこに『坂の上の
雲』というタイトルが付けられたのは、明治維新を経て、近代化の
過程に入った日本が目指していたものをシンボリックに表現しようと
の意味があったのではないかと思います。時代と内容は異なり
ますが、下関市立大学も、複数学部の実現のために、これから
ながい坂を上っていかなければならないという点で同じ状況に
あります。それは困難な道かもしれませんが、その坂を上り切った
先には、多様な学問と教育が実践される知的で楽しい大学という
白い「雲」があることを信じて進んでいくほかありません。市大なら
びに関係者の皆さまには、皆で力を合わせて是非この坂を上り

切っていただきたいと願って
います。
　最後に、これまで学長と
してのしごとを力強く支えて
くださいました皆さまにこころ
からお礼を申し上げ、退任の
ご挨拶といたします。

退任のご挨拶  ―坂の上の白い「雲」を目指して― 退任にあたって

　今から2年ほど前、「じき定年となる
ので残された教員生活はゆったりいこ
う」と考えていました。その矢先にコロナ
騒動です。その後、普段使用しないパワ
ーポイントで講義資料を作成し、それに
音声を入れ、そして課題のチェックに忙殺されました。パソコンを
前にすると、慣れない操作にためた息を吐きだすばかりでした。
「ゆったりいこう」どころか、赴任当初以上に講義と講義準備に
必死な思いをしました。「こんなはずでは・・・」と心の中でつぶやき
ましたが、今となれば教員生活の最後をつよく印象付ける日 と々
なったのかもしれません。
　早いもので1999年4月に本学に着任して22年の歳月が流れま
した。この間、快活な教員生活を過ごすことができました。この
ような環境を与えていただいた大学関係者の方々に感謝いたし
ます。私が着任した当時に在職していた先生方は、現在では
6名となってしまいました。お名前は記しませんが、私をあたた
かく迎えてくださったこちらの先生方には、とりわけお礼申し上げ
ます。思い出は数多くありますが、その一つひとつのシーンは今と
なってはおぼろげです。ただ一つ、確実な記憶があります。
　赴任当初、大学の組織とは身分・格差で秩序が維持される
封建制のようなものだと思っていました。ところが、自由闊達な
意見が飛び交うたいへん民主的な組織であることに驚きました。
しかも、このような環境で個々人の節度ある振る舞いによって、
学内全体の秩序がごく自然に保たれていることに、さらに驚き
ました。これらの驚きは、透きとおった記憶としていつまでも私の
心に残るものと思います。
　このような印象をもつ背景には、本学が大学として財政面をはじ
めとする様々な基盤が脆弱な小規模単科大学だけに、建前より
現実を重んずる機能的な組織が、教職員一体となって確立され
ていたからだと思います。大学が下関市役所の一部門であるにも
かかわらず、とかく建前を気にする官僚的な組織とは程遠い素晴
らしいものでした。2007年に本学が法人化に移行するさい、私は
定款策定のワーキング・グループの末席におりましたが、グループ
のメンバー全員が法人化後もこの体制のいくばくかを維持でき
ないものかと苦慮しました。権力の集中を回避するという点で市側
から譲歩を引き出すことができ、ある程度はこの理想も実現できた
のではと当時は考えました。しかし、時間の経過とともに、それは
失われてしまいました。定款や諸規定で権能の所在が定められた
法人化後の組織では、建前が前面にでて、節度をふまえた現実
的な対応が困難になっていったようです。たいへん残念です。 
　それだけに、旧来の秩序がゆらいだとき、権力によって権力の
ための新たな秩序が本学に成立することのないよう、切に願って
います。長い間、有難うございました。

シュメール人の諺

　まだフルカラーではなかった市大広報
第34号（2001年6月1日発行）の「新任教
員挨拶」欄に「万物光輝を生ず」というタ
イトルの挨拶文をしたためて以来、21年の
歳月が過ぎようとしている。この決して短く
はない年月を市大の教員として過ごせたことにまず感謝したい。
この間に私に関わってくれた学生たち、またこれまで支えて下さった
教職員の皆様に心より御礼申し上げます。ありがとうございました。
　多様性が叫ばれる今日、大学の在り方も多様であるべきとの
考えに首肯するが、教育と研究を本来の面目とする大学にとっ
て大切であると常々思っていることを、市大を去るに際し管見
ながら少しく述べてみたい。
　万有引力の法則を始めとした科学技術分野における大きな
発見・発明が多くなされてきた英国には、パブリックフットパス

（PUBLIC FOOTPATH）と
よばれる散策道が毛細血管の
ように国中にめぐらされている。
人々は老若男女を問わず事あ
るごとに家族や友人たちとパブ
リックフットパスを歩き、自然に
親しみながら会話を楽しむ。

日本はこの十数年間にノーベル賞受賞者を数多く輩出している。
彼らが卒業した大学のキャンパスには緑があふれ、周囲に惑わ
されないで思考に集中できる環境があった。
　大学には、緑に恵まれた思索にふけるための静謐な空間や
人々が自由に意見を交わすことが出来る場所の存在が重要で
ある。そのような場所があって初めて、学生や教職員は知的遊弋
が可能となり、学生たちは情報化では得られない大切なものを
享受できる。
　メソポタミア文明時代、シュメール人は粘土をたたいて固い板
にし、そこに尖った筆を用い楔形文字で文章や詩を書いていた。
それらの中に次のような諺がある。

　　　　 銀をたくさん持っている者は仕合わせだろう。
　　　　 麦をたくさん持っている者は嬉しいだろう。
　　　　 だが、何も持っていない者は眠れるだろう。

　専門知識を得ることも大切であるが、学生にはこのような諺を
味わえるような真の教養を身につけて欲しいと（自戒の念も込
めて）願うものである。
　市大が学生・教職員、さらには下関市民にとって精神文化を
醸成する憩いの場となる緑豊かなキャンパスになることを祈って
ペンをおこう。ありがとう下関市立大学、そしてサヨウナラ。

ハッカソンとは
　もともとは、多様な業種のIT関係者が集い、短期間の集中的な
作業によってプログラム等を開発するイベントのこと。ハック（hack）と
マラソン（marathon）を組み合わせた造語とされている。

2021年度入学式より 広報第28号（1999年6月1日発行）より 広報第34号（2001年6月1日発行）より
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退 任 挨 拶下関市立大学N e w s＆T o p i c s 学長退任挨拶

仕上り：A3（420×297ミリ）

公共マネジメント学科3年 三輪　正太郎
（三重県立津西高等学校出身）

准教授 西戸　隆義
（金融・証券論）

教授 大内　俊二
（統計科学）

　下関市の介護デジタルハッカソンに参加させていただいたきっ
かけは、大学からのメールでした。もともと福祉問題に関心があっ
た私は、このメールを拝読したときに面白そうと思い、参加を決めま
した。
　介護デジタルハッカソンでは、5人ほどのチームで介護現場の課
題を解決できるようなソリューション案を作り出して発表、その発表
で順位がつけられます。
　このハッカソンを通して、私は、現場で働く方の声を聞くことで、こ
れまで考えたことのなかった介護の問題について深く考えること
ができました。また、チームでプロジェクトを進めることで、チームで
活動する楽しさと協力することの大切さを学ぶこともでき、貴重な
経験ができました。この貴重な経験を、今後の大学生活に生かし
ていきたいです。

介護デジタルハッカソンを通して学んだこと

　10月19日（火）、下関保健所による新型コロナウイルス感染対策
講習会を開催し、学生団体とサークルが参加しました。
　講習会では、まず、新型コロナウイルスの感染経路や特徴に
ついての解説し、有効な感染対策として正しい手洗いや手指の
消毒など、サークル活動中だけでなく普段の生活でも心掛ける
べきポイントについても紹介しました。
　各サークルは、感染対策を講じた活動計画を作成し、学内で
の小規模な活動から再開しています。まだ予断を許さない状況
になかなか全面的な再開には至りませんが、一日も早いコロナ
ウイルス感染症の収束を願っています。

サークル活動再開を目指して～感染対策講習会

学長 川波　洋一

　2016年4月に下関市立大学の学長と
して着任して以来、早や6年の月日が流
れようとしています。着任の年は、本学の
創立60周年の年に当たりました。その年
には、大学基準協会での認証評価を受
審し、対応に全力を尽くしました。その後、
学内外の諸会議、シンポジウム、イベント
等に追われ、あっという間に1期目が過ぎました。学長任期の2期目
には、第三期中期計画の実行や定款の変更のもとで、数多くの規
程改正、さまざまな組織改革、内部質保証体制の構築や産官学
連携強化、専攻科の設置、リカレント教育の拡充、大学院の改革、
さらには新学部構想の発表、等 と々改革のスピードを上げ、その
範囲も広げてまいりました。
　私が、本学に着任した時に持った印象を比喩的に表現すれ
ば、市大の窓ガラスは曇っていて先が見えず、将来がどうなるの
かわからないといった漠然とした不安感に満ちているというもので
した。高等教育を取り巻く環境がますます厳しさを増すなか、この
不安感は未だ払拭されずに残っています。ただ、一つだけ言える
ことは、市大が単科大学から、複数学部を有しそのなかにさまざま
な個性とバックグランドを持つ学生と特色ある学問領域をカバー
する教員が集い、教育研究を行い、文字通り多様性を体現する
大学へと転換していく方向に舵を切ったということです。これを実
現するのが、新学部の設置による、複数学部化であります。
　この構想の実現には多くの困難があります。すなわち、学部の
複数化を実現し、多様な教育研究を実行し、高等教育機関として
の使命を果たしていくためには、これから急峻でながい坂を上っ
ていかなければならないこともまた事実なのです。司馬遼太郎は、
代表作の一つである『坂の上の雲』において、秋山好古（陸軍軍
人）、秋山真之（海軍軍人、日本海海戦時の参謀、好古の実弟）、
正岡子規（俳人、真之の幼なじみ）の3人（いずれも愛媛県松山
市出身）の関わりと、その成長の過程をたどることによって明治と
いう若い国家日本の近代化を描こうとしました。そこに『坂の上の
雲』というタイトルが付けられたのは、明治維新を経て、近代化の
過程に入った日本が目指していたものをシンボリックに表現しようと
の意味があったのではないかと思います。時代と内容は異なり
ますが、下関市立大学も、複数学部の実現のために、これから
ながい坂を上っていかなければならないという点で同じ状況に
あります。それは困難な道かもしれませんが、その坂を上り切った
先には、多様な学問と教育が実践される知的で楽しい大学という
白い「雲」があることを信じて進んでいくほかありません。市大なら
びに関係者の皆さまには、皆で力を合わせて是非この坂を上り

切っていただきたいと願って
います。
　最後に、これまで学長と
してのしごとを力強く支えて
くださいました皆さまにこころ
からお礼を申し上げ、退任の
ご挨拶といたします。

退任のご挨拶  ―坂の上の白い「雲」を目指して― 退任にあたって

　今から2年ほど前、「じき定年となる
ので残された教員生活はゆったりいこ
う」と考えていました。その矢先にコロナ
騒動です。その後、普段使用しないパワ
ーポイントで講義資料を作成し、それに
音声を入れ、そして課題のチェックに忙殺されました。パソコンを
前にすると、慣れない操作にためた息を吐きだすばかりでした。
「ゆったりいこう」どころか、赴任当初以上に講義と講義準備に
必死な思いをしました。「こんなはずでは・・・」と心の中でつぶやき
ましたが、今となれば教員生活の最後をつよく印象付ける日 と々
なったのかもしれません。
　早いもので1999年4月に本学に着任して22年の歳月が流れま
した。この間、快活な教員生活を過ごすことができました。この
ような環境を与えていただいた大学関係者の方々に感謝いたし
ます。私が着任した当時に在職していた先生方は、現在では
6名となってしまいました。お名前は記しませんが、私をあたた
かく迎えてくださったこちらの先生方には、とりわけお礼申し上げ
ます。思い出は数多くありますが、その一つひとつのシーンは今と
なってはおぼろげです。ただ一つ、確実な記憶があります。
　赴任当初、大学の組織とは身分・格差で秩序が維持される
封建制のようなものだと思っていました。ところが、自由闊達な
意見が飛び交うたいへん民主的な組織であることに驚きました。
しかも、このような環境で個々人の節度ある振る舞いによって、
学内全体の秩序がごく自然に保たれていることに、さらに驚き
ました。これらの驚きは、透きとおった記憶としていつまでも私の
心に残るものと思います。
　このような印象をもつ背景には、本学が大学として財政面をはじ
めとする様々な基盤が脆弱な小規模単科大学だけに、建前より
現実を重んずる機能的な組織が、教職員一体となって確立され
ていたからだと思います。大学が下関市役所の一部門であるにも
かかわらず、とかく建前を気にする官僚的な組織とは程遠い素晴
らしいものでした。2007年に本学が法人化に移行するさい、私は
定款策定のワーキング・グループの末席におりましたが、グループ
のメンバー全員が法人化後もこの体制のいくばくかを維持でき
ないものかと苦慮しました。権力の集中を回避するという点で市側
から譲歩を引き出すことができ、ある程度はこの理想も実現できた
のではと当時は考えました。しかし、時間の経過とともに、それは
失われてしまいました。定款や諸規定で権能の所在が定められた
法人化後の組織では、建前が前面にでて、節度をふまえた現実
的な対応が困難になっていったようです。たいへん残念です。 
　それだけに、旧来の秩序がゆらいだとき、権力によって権力の
ための新たな秩序が本学に成立することのないよう、切に願って
います。長い間、有難うございました。

シュメール人の諺

　まだフルカラーではなかった市大広報
第34号（2001年6月1日発行）の「新任教
員挨拶」欄に「万物光輝を生ず」というタ
イトルの挨拶文をしたためて以来、21年の
歳月が過ぎようとしている。この決して短く
はない年月を市大の教員として過ごせたことにまず感謝したい。
この間に私に関わってくれた学生たち、またこれまで支えて下さった
教職員の皆様に心より御礼申し上げます。ありがとうございました。
　多様性が叫ばれる今日、大学の在り方も多様であるべきとの
考えに首肯するが、教育と研究を本来の面目とする大学にとっ
て大切であると常々思っていることを、市大を去るに際し管見
ながら少しく述べてみたい。
　万有引力の法則を始めとした科学技術分野における大きな
発見・発明が多くなされてきた英国には、パブリックフットパス

（PUBLIC FOOTPATH）と
よばれる散策道が毛細血管の
ように国中にめぐらされている。
人々は老若男女を問わず事あ
るごとに家族や友人たちとパブ
リックフットパスを歩き、自然に
親しみながら会話を楽しむ。

日本はこの十数年間にノーベル賞受賞者を数多く輩出している。
彼らが卒業した大学のキャンパスには緑があふれ、周囲に惑わ
されないで思考に集中できる環境があった。
　大学には、緑に恵まれた思索にふけるための静謐な空間や
人々が自由に意見を交わすことが出来る場所の存在が重要で
ある。そのような場所があって初めて、学生や教職員は知的遊弋
が可能となり、学生たちは情報化では得られない大切なものを
享受できる。
　メソポタミア文明時代、シュメール人は粘土をたたいて固い板
にし、そこに尖った筆を用い楔形文字で文章や詩を書いていた。
それらの中に次のような諺がある。

　　　　 銀をたくさん持っている者は仕合わせだろう。
　　　　 麦をたくさん持っている者は嬉しいだろう。
　　　　 だが、何も持っていない者は眠れるだろう。

　専門知識を得ることも大切であるが、学生にはこのような諺を
味わえるような真の教養を身につけて欲しいと（自戒の念も込
めて）願うものである。
　市大が学生・教職員、さらには下関市民にとって精神文化を
醸成する憩いの場となる緑豊かなキャンパスになることを祈って
ペンをおこう。ありがとう下関市立大学、そしてサヨウナラ。

ハッカソンとは
　もともとは、多様な業種のIT関係者が集い、短期間の集中的な
作業によってプログラム等を開発するイベントのこと。ハック（hack）と
マラソン（marathon）を組み合わせた造語とされている。

2021年度入学式より 広報第28号（1999年6月1日発行）より 広報第34号（2001年6月1日発行）より
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PBL（問題解決型学習）での学びについて

（山口県立西京高等学校出身）
経済学科3年 才原　麻衣

投票率向上へ、選挙啓発サポーター

国際商学科3年 大栗　菜央
（徳島県立富岡東高等学校出身）

　今年度のPBLは、日本最大級
の輸出商談会である沖縄大交
易会で商談サポートを行うことが
課題とされました。今年度もコロ
ナ禍での活動となりましたが、
下関市の4つの食品企業に代

わり、地酒や蜂蜜、縁起焼、こんにゃく麺の商品を海外に輸出する
ためにグローロジスティクス株式会社や下関市役所の方の協力の
もと商談を行いました。事前に製造者の方へヒアリングや視察調査
を行い、深い商品理解のもとで商談資料の作成をしました。10月
には台湾と香港の2つの企業と商談を行いました。商談では伝え
たい内容をいかに簡潔にし、バイヤーの方が理解してもらえるかに
注意をして行いました。商談では海外に商品を輸出するにあたって
値段の交渉や数量の交渉など私たち学生だけでは解決できない
質問もあり、返答に困るなど商談の難しさを肌で感じました。
　今回のPBLを通して私は、海外のバイヤーの方との意思疎通の
難しさを学びました。ヒアリングの過程で製造者の方の商品に対
する熱い思いを聞いていたので、その思いを100％の熱量で伝える
ことに苦労しました。また、オンライン商談ということもあり、バイヤー
の方に製造者の方の思いがきちんと伝わるのかも心配でした。
しかし、私たちのプレゼンテーションを頷きながら聞いてくださること
や「よく伝わりました」と言っていただけたときはとてもうれしかった
です。これから社会人になると様 な々方と意思疎通をする機会が今
以上に増えます。意思疎通は話し方や態度、ジェスチャーなど様々
なことから行えることを学んだので今後に生かしていきたいです。

　昨年の8月より、低迷する若年層の投票率を向上させるため、
山口県初の試みとして「下関市選挙啓発サポーター」の活動が
始動しました。サポーターの任期は1年で、18名の市内大学生が
就任し、私は現在この活動のリーダーを務めています。
　活動を始動するにあたり、私たちは目標設定を行いました。それ
は、「下関市の20代の世代別投票率をトップに！」です。そう簡単には
成し遂げることができない目標ですが、「投票率を〇％にする！」とい
う目標に比べ、誰が見ても一目でわかる目標であることが決め手とな
りました。この目標の達成に向
け、様々な活動を行っていま
す。毎月1回の定例会や街頭
啓発活動、高校生の主権者教
育授業の補助など選挙に纏わ
る活動は多岐にわたります。
その他にも、市議会と県議会の
見学や市議会議員総務委員会委員長と副委員長との対談を行い、
議決機関を肌で感じたり、私たち市民の代表者である議員さんとの
意見交換をしたりすることで、更に知識を深めることができました。
そして、選挙や政治は身近なものだということを改めて実感しました。
　私たちが活動を行うことで、「どうせ私が投票しても…」と選挙
にいかず傍観者を貫いてしまう人が1人でも減ってくれればいいな
と思っています。投票することは、自分自身と向き合いどんな社会
で生活したいかを考える契機になります。投票は、私たちの未来を
決める大事な意思表示の場であることを留意して、今後の活動に
取り組んでいきたいです。
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■ 学生団体新役員
第18代

学友会執行部
第47代
体　育　会

第38代
文　化　会

会　長
五反田　仁枝

（国際商学科3年）
副会長
馬場　智規

（経済学科3年）

会　長
髙畠　大明

（国際商学科3年）
副会長
飯田　大地

（経済学科2年）

会　長
山中　笑里

（国際商学科2年）
副会長
西谷　莉樹

（国際商学科2年）
副会長
小川　大弥

（国際商学科2年）

■ 2021年度　秋季大会等成績
体育会
サークル名 大会等名称 個人名
準硬式野球部 第39回全日本9ブロック対抗準硬式野球大会 中国地区代表チーム選抜

女子個人の部

組演武　一般男子初・二段の部
組演武　一般男子級拳士の部

組演武　一般女子初・二段の部

単独演武　一般女子級拳士の部

山口県体育大会少林寺拳法競技

第11回少林寺拳法中四国学生冬季大会

女子個人

少林寺拳法部

男子10000m競歩
弓道部
陸上競技部

第67回中四国学生弓道選手権大会
第44回中国四国学生陸上競技選手権大会

成績所属・出場種目

ベスト8

1位
1位

出場

男子バレーボール部 山口県大学高専学生バレーボールリーグ戦秋季大会 2位
女子バレーボール部 山口県大学高専学生バレーボールリーグ戦秋季大会 3位

軟式野球部 西日本地区学生軟式野球秋季リーグ戦 2位
第37回西日本学生軟式野球選抜大会 4位

浦上祥希・伊原頼希・丹田巧将・
大野俊亮・西川竜司

男子団体の部
ソフトテニス部 秋季山口県学生ソフトテニス選手権大会

第71回中国学生ソフトテニス秋季リーグ戦大会

2位 男子団体
女子個人の部 優勝 三原心音・本藤有日子

三原心音・本藤有日子
大石尚吾・安田優平
北條琢斗・福留広大
福田夕紀子・中千夏1位
四方さやか・伊達成美2位
波多江芹奈・浅野みのり
今若愛

単独演武　一般男子有段の部 榎本拓真

3位
1位
1位

組演武　男子白緑帯の部 大石尚吾・安田優平2位
組演武　男子初段の部 北條琢斗・福留広大1位
組演武　女子初段の部 波多江芹奈・浅野みのり

辰巳七海
香川竜都

2位
決勝進出
8位

片岡佑太2位

■ 2022年度入試結果

■ 全国大会出場

2022年度入学選抜試験のうち、学校推薦型選抜・特別選抜・第3年次編入学試験、
外国人留学生選抜をそれぞれ実施しました。

経
済
学
科

学科 入試区分

28

8

推薦

社会人
帰国子女
外国人留学生
第3年次編入学

全国

地域

全国

地域

全国

地域

推薦

帰国子女
社会人

外国人留学生
第3年次編入学

推薦

社会人
帰国子女
外国人留学生
第3年次編入学

募集人員
28 103

0
0
21
40
73

0
1
31
21
26

0
0
2
14

103

―
―
20
33
73

―
1
30
14
26

―
―
2
13

29 39

29 33

8 8

39

33

8

40

―
―
6
11
35

―
1
13
6
12

―
―
1
5

29

29

8

2.6 

―
―
3.3
3.0
2.1

―
1.0
2.3
2.3
2.2

―
―
2.0
2.6

1.3

1.1

1.0

2
2

若干名
8

2
2

若干名
8

1
1

若干名
4

A
B

A
B

A
B

志願者数 受験者数 合格者数 実質倍率

国
際
商
学
科

公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科

※学校推薦型選抜の合格者には、第2・第3志望学科合格者を含みます。

下 関 市 立 大 学 N e w s ＆ T o p i c s

文化会
アカペラサークル
A cappe*Love 第10回 A cappella Spirits 中国・四国ブロック最終予選 出場バンド：愛鈴木(えりんぎ) 出場 鈴木翔巡・城嘉浩・山下愛晶・

西山春菜

準硬式野球部　第39回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会
■ 行事記録(2021年11月～2022年2月※予定含む)

11月 9日
11日
16日
20日

23日
12月16日

16日
21日
25日
２９日

市民大学公開講座
インターンシップ報告会
第2回韓国語交流会（遠隔）
学校推薦型選抜・特別選抜・第3年次編入学試験
４大学合同企業研究ワークショップ
第1回日本文化の神髄を知ろう‼
PBL成果報告会
第1回リーダーシップトレーニング（～17日）
第3回韓国語交流会（遠隔）
冬季休業（～1月3日）
学内一斉休業（～1月3日）

2021年

1月 4日
15日
25日
27日
26日

2月2日
5日

7日
　　　
　9日
11日

25日

授業再開
大学入学共通テスト（～16日）
卒業論文提出日（～26日）
秋学期定期試験（～2月4日）
第2回日本文化の神髄を知ろう!!
第4回就職ガイダンス
特別支援教育特別専攻科入学試験
春季休業（～3月31日）
4大学合同オンライン企業研究会
第2回リーダーシップトレーニング
フグシンポジウム
就活直前講座・就活直前セミナー
市大キャリアスタディ
一般選抜（前期日程）

2022年

仕上り：A3（420×297ミリ）
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